
「いしかわのWa!」 1年間の振り返り①

県内外のサポーター(関係人口)とオーナー(地域団体等)をつなぎ、地域活動への参加を募る
ポータルサイト「いしかわのWa!」を通じ、１年間で累計443名のサポーターが地域活動
(プログラム)に参加(10月末時点)

登録サポーター数
(県内外の関係人口)

登録オーナー数
(地域団体等の方)

プログラムへの参加者数
（累計）

登録プログラム数
（累計）

1,436名
（県外約６割）

136団体 443名
（県外約５割）

254件
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実績 (10月末時点)

※ プログラム ：いしかわのWa！に登録された地域活動(復興支援、地域イベント等)

プログラムの例

【復興支援】いしかわ農林水産業ボランティア（石川県内)

地元住民と一緒に、青柏祭の
主役となる曳山「でか山」のため
のむしろ（稲わらを編み上げたも
の）編みを行った

【地域イベント】青柏祭の準備（七尾市）

地域振興課 076(225)1312

能登の農林水産業再開に向け、
伐倒した木や枝の運搬を行ったほか、
刈払機初心者講習会を実施した

木や枝を運ぶ様子 青柏祭 曳山「でか山」 むしろ編みの様子刈払機の講習会の様子



「いしかわのWa!」 1年間の振り返り②

• 復興支援や地域イベント等、様々なプログラムでサポーターが活躍
• いしかわのWa！のプログラムは、参加したサポーター及び登録したオーナーから評価を
いただいており、地域と継続的に関わる「関係人口」の創出・拡大につながっている
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参加者(サポーター)

登録者(オーナー)

• 開催地域をまた訪れたい（アンケートで参加者の約9割が回答）

• いしかわのWa！を通じて「ちょうど良い距離」で地域に関わることができた
• 観光では体験できない、地域の方々との交流ができて嬉しかった

• 県外からもたくさんのボランティアが集まり、大変ありがたかった
• 地域イベントのために尽力してくれてとても助かった

地域振興課 076(225)1312

プログラム参加者・登録者の声



能登の祭りの再開状況

能登の祭りの再開状況

・令和8年は、キリコ祭りなど能登の主な祭り226件の約6割にあたる145件(R8.10月末)で開催

・支援を開始した令和6年の約2.1倍となり、祭り再開の動きが拡大

コロナ禍前 R6.10月末時点 R7.10月末時点 R8.10月末時点

開 催 226件
68件

（30％）
119件

（53％）
145件
（64％）
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狼煙の秋祭り
（珠洲市）

2.1倍

恋路火祭り
（能登町）

※（ ）はコロナ禍前226件を100とした割合

文化振興課 076(225)1371



能登の祭りの再開支援①

祭りの再開を後押しするため、再開支援助成金(R6～)により、準備から開催まで3年間で
最大150万円を支援しており、 今年度は136件、約1億円を助成(10月末時点)

再開支援助成金（いしかわ県民文化振興基金）
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助成実績
令和8年度(10月末現在)：136件 96,293千円 ※助成金は年度ごとの申請

令和7年度 ： 197件 143,648千円
（10月末時点 135件 98,940千円）
令和6年度 ： 98件 58,752千円

活用事例

・ キリコや保管庫の修繕

・ 法被の購入

・ キリコのバッテリー等資機材借り上げ

・ 仮設トイレの設置 など

文化振興課 076(225)1371



能登の祭りの再開支援②

祭りお助け隊

昨年度から、「祭りお助け隊」を派遣しており、今年度はあばれ祭や輪島大祭など要望の
あった全26の祭り(36地区のニーズ) に450人を派遣
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派 遣 実 績

令和8年度：26の祭り（36地区のニーズ） 450人※
（令和7年度：21の祭り （31地区のニーズ） 451人）

※主な派遣実績：
あばれ祭(7/3,4)：32人 石崎奉燈祭(8/1) ：60人 沖波大漁祭り(8/14,15)：20人、

輪島大祭(8/23)：48人 冨木八朔祭礼(8/29,30)：22人 お熊甲祭(9/20)：46人

祭 り 実 施
団 体 の 声

・来年もまた来ると参加者から声をかけてもらい、次の祭りの開催に向けて励みになった

・能登の現状を知ってもらえたことから、祭り以外でも足を運んでもらい、交流を深めていきたい

参加者の声
・祭りの担い手不足を実感し、祭りお助け隊の取り組みを継続していくことが重要だと感じた

・来年も同じ町会から祭りに参加し、地域の方と更に交流を深めたい

文化振興課 076(225)1371



性別による無意識の思い込み(アンコンシャス・バイアス)は、誰もが多様な価値観を認め合う社会
の実現を妨げる要因となっているため、県としてその解消に取り組んでいる

→ いしかわ男女共同参画プラン2026（R8.5策定）の目指す方向性の一つ

アンコンシャス・バイアスの解消に向けた取り組み①

-6-女性活躍・県民協働課 076(225)1378



アンコンシャス・バイアスの解消に向け、県民に気づきの機会を提供するとともに、意識啓発を図る
ため、本日、特設サイトを公開

アンコンシャス・バイアスの解消に向けた取り組み②

女性活躍・県民協働課 076(225)1378

気づきの機会の提供

啓発活動

「アンコンシャス・バイアス」
特設サイト

職
場

企業経営者向け出前講座（R9.1～ 3回実施予定)

➢ 職場におけるアンコンシャス・バイアスの事例紹介 等

家
庭

家族向け家事シェアワークショップ（10/31実施)

➢ 家庭におけるアンコンシャス・バイアスの可視化 等

地
域

住民向けワークショップ（10/4,10/31実施、R8.11～ 2回実施予定)

➢ 地域におけるアンコンシャス・バイアスへの気づき 等

情報発信 • SNSやポスター等により、あらゆる世代にアンコンシャス・バイアスを周知

特設サイト
(11/11公開)

• 啓発のためのショート動画や手軽にできるセルフチェック等の掲載

• 身近な「モヤモヤ」や「思い込み」のエピソードを募集(～1/18まで)
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抽選で30名に1,000円分のQUOカードをプレゼント！
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